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第７回アマチュアSBワンマッチ関西大会
◇大会コンセプト
ジュニアから大人まで出来る限り体格差をなくし、安全にラウンド制の試合経験を
積む事のできるワンマッチ大会
◇開催日時
2014年4月20日（日）   AM ９：３０　集合・計量
　　　　　　　　　　　  AM１０：００　開会式
　　　　　　　　　　　  AM１０：２０　試合開始
◇開催場所
龍生塾本部道場

〒531-0063　大阪市北区長柄東2-1-21-102
地下鉄・阪急　天神橋筋六丁目駅②番出口　徒歩10分

　※駐車場はありません。公共の交通機関でお越し下さい。

◇参加申込要項

1． 申込書に参加費を添えて現金書留にて大会事務局までお送りください。

※期日厳守

2． 大会参加費　　一般・シニア5,000円 　ジュニア4,000円
3． 参加申込締切　4月10日（木）　厳守
〈参加申し込み先〉       
〒531-0063  大阪市北区長柄東2-1-21-102  
龍生塾本部道場　

アマチュアシュートボクシング大会事務局      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　06-6351-7994      
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◇募集階級
［ジュニアの部（幼年～中３）］　

－25㎏　・　－30㎏　・　－35㎏　・　－40㎏

－45㎏　・　－50㎏　・　－55㎏　・　＋55㎏
［一般(高校生以上)・シニアの部］

バンタム級（55㎏以下）　　・　フェザー級（60kg以下）　　・　ライト級（65㎏以下）　
ウェルター級（70㎏以下）　　・　ミドル級（75kg以下）　　・　ヘビー級（75㎏以上）
○ジュニアの部45kg以下はF・ガード、その他はH・ギアを使用
○バンタム級・フェザー級・ライト級は12オンスグローブ使用
　 ○ウェルター級・ミドル級は14オンスグローブ使用
　 ○ヘビー級は16オンスグローブ使用
※参加人数により上記体重以外でも体重を考慮して試合を組むことがあります

◇試合時間
●[S1クラス]　一般(高校生以上) 　2分×3R　延長1分　インターバル30秒
ジュニア・シニア    2分×2R　延長1分　インターバル30秒
●[S2クラス] 一般(高校生以上) 　 2分×2R　延長1分　インターバル30秒

ジュニア・シニア   1分30秒×2R　延長1分　インターバル30秒
●[S3クラス]  ジュニア           1分×2R　延長1分　インターバル30秒
◇ルール・防具その他
［有効技］

・パンチ・キック・膝蹴り（頭部を除く）・前方への投げ技
［反則技］

· 頭部へのひざ蹴り・頭突き・肘打ち・サミング・噛みつき・あらゆる関節技

・ 後方への投げ・下腹部への攻撃・倒れた相手への攻撃・ロープを使っての攻撃

· 膝をついての投げ技の防御・その他レフリーが危険と判断した行為
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[主催者が用意するもの］

ヘッドギア(ジュニアはF・ガード)、グローブ、

[選手が用意するもの]

スパッツ(ジュニアは道着も可)、マウスピース(一般)、ノーファールカップ、

所属ジムTシャツ、バンデージ(一般)、レガース、ニーガード

◇試合判定の分類　
①　判　定   
ＫＯにより勝敗が決しない場合、３名の審判員による採点を行い、２名以上の審判員が支持する選手の勝ちとする。
②　Ｋ　Ｏ（ノックアウト）
Ａ.　ダウンして立ち上がり、8秒以内にファイティングポーズを取れない時(カウントは10秒)、又は戦う意志が無いと判断された場合。
Ｂ.　選手のダメージがひどく、主審が試合中止を命じた場合。    　　
③　ＴＫＯ（テクニカルノックアウト）
Ａ.　負傷（原因が双方の偶発性による場合）の為、試合続行不可能と主審が判断した場合。
Ｂ.　1ラウンド中に２度のダウンがあった場合。(ジュニアクラスは１回)
Ｃ.　試合進行中、セコンドがタオルを投入した場合。
◇採点方法
試合の採点は、次の項目に該当するものを基準として評価・採点される。

1 パンチ･キック等の打撃や、投げの有効技により、的確かつ有効な攻撃が認められ相応のダメージを与えたかどうかを判定する。

2 採点の優先順位は、１．ダウン数・シュートポイント、２．相手に与えたダメージの度合い、３．クリーンヒットの数、４．アグレッシブ度（攻勢点）の順とする。
注]シュートポイントとは、投げられる選手の両足が完全にマットから離れ、投げる選手の腰よりも高い位置を通過して背面からマットに落ちる前方への投技に対し、レフェリーが「シュート」コールをした場合に与えられるポイントをいう。
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③採点基準は以下の表に準ずる

	投技によるダウン
	３Ｐ

	打撃によるダウン
	２Ｐ

	レフェリーより「シュート」コールのあった投技・ラウンドの優勢点
	１Ｐ

	反則による減点
	本項目[反則技]に準ずる


④ポイントで決着がつかず、延長ラウンドを行い判定決着となった場合、レフェリーは必ず両選手に優劣をつけ勝敗を決する（決勝戦のみ再延長ラウンドまで行う）。尚、その場合全てのラウンドを通しての合計点ではなく延長（又は再延長）戦各ラウンドを採点し勝敗を決する。
⑤審判員は4名とし、1名がレフェリーを努め、3名はジャッジとしてリングサイドにて審判する。
⑥審判員に抗議する等、スポーツマンシップにもとる行為があった場合、レフェリーにはその選手、セコンドの退場を命ずる権限がある。　　

◇注意事項
●試合中、負傷又は事故が生じた場合、主催者は応急処置の他は一切責任を負わない。

（出場選手は健康保険証、又はそのコピーを必ず持参する事）
●出場選手は集合時間を厳守し、集合した者から随時計量を済ませる。

(集合時間に遅れた場合は、失格とする)
●何らかの事情で参加不可能になった場合は、必ず事前に大会事務局まで連絡する事。
●出場選手はスパッツと所属ジム名入りＴシャツを着用する。
※キッズの部は所属ジム・道場の道着又は大会指定のスパッツとＴシャツを着用する。
●刺青は、必ず長袖やロングスパッツなどで見えなくする。
●出場選手は服装を整えて開会式に参加する。
●一旦納入した参加費は、主催者側の事情で試合が組めなかった場合、及び天候状況等で大会開催が不可能になった場合以外は返金しない。

※万一の負傷事故に備えて、各自損害保険に加入して下さい。

